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和
五
十
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日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
河
上
民
雄
君
提
出
神
戸
精
糖
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
〇
第
三
号 

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
河
上
民
雄
君
提
出
神
戸
精
糖
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
に
つ
い
て 

神
戸
精
糖
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
と
名
古
屋
精
糖
労
働
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に

昭
和
五
十
四
年
六
月
に
発
生
し
た
夏
季
一
時
金
、
労
働
協
約
の
取
扱
い
等
を
巡
る
労
使
紛
争
は
、
昭
和
五
十
五

年
十
二
月
解
決
を
み
た
が
、
そ
の
後
、
会
社
が
昭
和
五
十
六
年
九
月
三
十
日
、
組
合
に
対
し
て
、
設
備
改
善
、

人
員
削
減
等
を
骨
子
と
す
る
合
理
化
案
の
提
示
を
行
つ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
労
使
紛
争
が
再
燃
し
、
労
使
の

話
合
い
が
難
航
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
十
日
か
ら
休
業
に
入
り
、
同
年
十
月
二
十

日
、
工
場
閉
鎖
を
行
い
、
同
年
十
一
月
十
五
日
、
従
業
員
全
員
に
対
し
て
、
解
雇
の
通
知
を
行
つ
た
と
聞
い
て

い
る
。 



二
に
つ
い
て 

1 

労
働
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
組
合
か
ら
、
兵
庫
県
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
十

日
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
休
業
に
関
し
て
、
ま
た
、
同
年
九
月
二
十
二
日
、
会
社
及
び
丸
紅
を
被
申
立

人
と
し
て
団
体
交
渉
の
拒
否
に
関
し
て
、
さ
ら
に
、
同
年
十
月
二
十
七
日
、
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
工
場

閉
鎖
、
解
雇
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
事
件
も
、
現
在
、

同
労
働
委
員
会
に
係
属
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

こ
う
し
た
動
き
を
巡
り
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
以
降
、
会
社
及
び
丸
紅
株
式
会
社
（
以
下
「
丸
紅
」
と
い
う
。
）

に
団
体
交
渉
拒
否
等
が
あ
つ
た
と
し
て
、
組
合
か
ら
関
係
の
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
不
当
労
働
行
為
救
済
申

立
て
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
従
業
員
の
解
雇
及
び
退
職
金
の
支
払
の
問
題
に
関
し
て
、
関
係
の
地
方
裁
判
所
に
対

し
仮
処
分
申
請
等
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
退
職
金
の
支
払
の
問
題
に
関
し
て
、
関
係
の
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し

申
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
現
在
ま
で
紛
争
が
継
続
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

3 

労
働
基
準
監
督
署
に
つ
い
て
は
、
神
戸
東
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
五
日
及
び
同

年
四
月
八
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
従
業
員
一
名
か
ら
、
退
職
金
の
支
払
の
問
題
に
関
し

て
申
告
が
行
わ
れ
、
同
年
四
月
八
日
及
び
同
年
七
月
二
十
八
日
に
い
ず
れ
も
処
理
済
み
と
な
つ
て
い
る
。 

2 

裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
神
戸
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
六
日
、
組
合
か
ら
、
会
社

を
被
申
請
人
と
し
て
（
昭
和
五
十
八
年
五
月
四
日
、
被
申
請
人
と
し
て
丸
紅
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
）
地
位
保

全
の
仮
処
分
申
請
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
、
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
従
業
員

一
名
か
ら
、
会
社
を
被
告
と
し
て
退
職
金
全
額
の
支
払
を
求
め
て
提
訴
が
行
わ
れ
た
が
、
両
事
件
と
も
、
現

在
、
同
裁
判
所
に
係
属
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
同
労
働
委
員
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
八
日
、
会
社
及
び
丸
紅
に
対
し
、
交
渉
に
よ
り
問

題
の
解
決
に
努
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
旨
の
要
望
書
を
出
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

    

雇
用
の
問
題
は
基
本
的
に
は
労
使
間
の
問
題
で
あ
り
、
労
使
当
事
者
が
十
分
に
話
し
合
い
、
最
善
の
策
が
採

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、
従
来
か
ら
、
そ
の
旨
関
係
者
に
対
し
要
請
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
国
有
地
は
、
神
戸
港
港
湾
管
理
者
で
あ
る
神
戸
市
に
対
し
て
、
第
三
者
に
転
貸
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。 

当
該
港
湾
管
理
者
か
ら
会
社
に
対
し
、
転
貸
さ
れ
て
い
る
部
分
の
概
要
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

2 

砂
糖
精
製
業
に
属
す
る
事
業
者
は
、
今
後
、
同
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
構
造
改
善
基
本
計
画
に
定
め 

1 
砂
糖
精
製
業
を
特
定
産
業
構
造
改
善
臨
時
措
置
法
の
対
象
業
種
と
し
て
指
定
し
た
経
過
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

(三 ) 

昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
に
砂
糖
精
製
業
の
構
造
改
善
基
本
計
画
を
告
示
し
た
（
昭
和
五
十
八
年
十
月

一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百
八
十
六
号
）
。 

(二 ) 

昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十
七
日
に
砂
糖
精
製
業
を
同
法
第
二
条
第
一
項
の
特
定
産
業
と
し
て
指
定
し
た

（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
二
百
七
号
）
。 

(一 ) 

昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十
日
に
砂
糖
精
製
業
を
同
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
業
種
と
し
て
指
定
し

（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
百
九
十
九
号
）
、
同
日
、
砂
糖
精
製
業
を
営
む
二
十
二
社
（
会
社
を
含
む
。
）
か
ら

同
法
第
二
条
第
二
項
に
基
づ
く
申
出
を
受
理
し
た
。 

七 

 



六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
関
係
者
か
ら
紛
争
の
状
況
等
に
つ
い
て
事
情
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
労
使

の
話
合
い
を
促
進
す
る
努
力
を
行
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
労
使
当
事
者
の
自
主
的

解
決
へ
の
努
力
を
期
待
し
つ
つ
、
紛
争
の
解
決
促
進
の
た
め
に
採
り
得
る
諸
措
置
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
進 

ま
た
、
神
戸
市
市
民
局
長
及
び
経
済
局
長
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
日
、
会
社
、
組
合
及
び
丸
紅
に
対

し
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
話
合
い
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
旨
の
要
望
書
を
出
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

兵
庫
県
は
、
本
件
労
使
紛
争
発
生
以
来
、
累
次
に
わ
た
り
、
紛
争
の
状
況
等
に
つ
い
て
労
使
双
方
か
ら
事
情

聴
取
す
る
と
と
も
に
、
労
使
間
の
話
合
い
を
促
進
す
る
よ
う
要
望
を
行
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
自
主
的
に
構
造
改
善
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
会
社
が
当
該
計
画
に
従
つ
て
設
備
処
理

等
を
行
う
場
合
に
は
、
同
法
の
適
切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

八 

 



 

九 

め
、
紛
争
の
早
期
か
つ
円
満
な
解
決
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




